


ESCO事業
工場やオフィス等の省エネルギーに関する包括的なサービスを提供し、それまでの環境を損なうことなく省エネルギーを実現し、さらにはその結果得られる省エネルギー効果を保証する事業のこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　


風の道
都市中心部で熱くなった大気を冷やすため、道路の拡幅や河川を活用して郊外から都市内に吹き込む風の通り道を作るヒートアイランド対策。
グリーン電力
風力、太陽光、バイオマス（生物資源）などの自然エネルギーにより発電された電力。自然エネルギーにより発電された電気の環境付加価値を、証書発行事業者が第三者機関（グリーンエネルギー認証センター）の認証を得て、「グリーン電力証書」という形で取引する仕組をグリーン電力証書システムという。
コジェネレーションシステム
発電時に発生した排熱を利用して、冷暖房や給湯などに利用する熱エネルギーを供給する仕組みのこと。エネルギーの高効率利用が可能となり、また、利用する施設で発電することができるため送電ロスも少ないことから、省エネルギーやＣＯ2の削減に効果がある発電方式として、地球温暖化対策としても期待されている。

サーマルリサイクル
廃棄物を単に焼却処理するだけではなく、焼却の際に発生するエネルギーを発電や蒸気として利用する方法。

スマートグリッド　

電力の需要を予測してエネルギーを必要なエリアに動的に分配するシステムで、再生可能エネルギーの「ムラ」を吸収し、最大限に有効活用する技術として期待されている。

スマートメーター

電力の使用状況をリアルタイムで計測し、わかりやすく「見える化」するとともに、そのデータを家庭・事業所から電力会社等に伝送するための装置。
電力消費の見える化を実現し、需要家によるピークカットを可能とするインフラとして期待されている。

電気自動車（EV車）

電気モーターを動力源として動く自動車のこと。地球温暖化の原因とされる二酸化炭素を走行中に排出しないことから、環境に優しい自動車とされる。
夜間電力をＥＶの蓄電池に貯め昼間に使うことで電力需
要のピークシフトができ、また、災害時の電力供給としての活用も可能となるため、東日本大震災以降、その蓄電池機能が着目されている。


燃料電池

水素などの燃料と酸素を化学的に反応させて電気を取り出す発電装置。大気汚染の原因となる窒素酸化物、硫黄酸化物、粒子状物質の排出量が少なく、エネルギー変換効率が高いという特徴を持つため、省エネルギー効果が期待できるとともに、二酸化炭素の排出を大きく低減させることができる。


分散型発電システム

家庭や商業施設がある地域で必要とされる電力を、小規模な発電所をいくつも設置して需要地の近くから損失を少なくして、まかなう自立・分散型のエネルギー供給システム。都市部などの需要地から遠い場所に建設された大規模な発電所で電気をつくり、送電線によって利用場所に送る現在の集中型発電に対してこう呼ばれる。

例えば、住宅の屋根においた太陽熱温水器や太陽電池、農場の近くの風力発電やバイオガス装置、都市内のビルや集合住宅に天然ガスから電力と熱を供給するコジェネレーションなどが挙げられる。
ＨＥＭＳ / ＢＥＭＳ

　　HEMSとは住宅のエアコンや給湯器、照明等のエネルギー消費機器と、太陽光発電システムや燃料電池などの創エネ機器と、発電した電気等を備える蓄電池や電気自動車などの蓄エネ機器をネットワーク化し、居住者の快適性やエネルギー使用量の削減を目的に、エネルギーを管理する「ホーム・エネルギーマネジメントシステム」のこと。これに対しビル向けの設備は「BEMS＝ビル・エネルギーマネジメントシステム」と呼ばれる。

HEMSは住宅向け、BEMSはビル向けとそれぞれ管理対象は異なるが、電力需要と電力供給のモニターとコントロールをするというシステムの基本は共通。
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用語解説
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